
■新型コロナウイルス（COVID-19）

 
■インフルエンザ

■感染性胃腸炎

 　■手足口病 ■A群溶血性レンサ球菌

【全数報告対象疾患】
※新型コロナウイルス（COVID-19）については、令和5年5月8日より定点把握対象疾患へと移行しています。

■（五類）梅毒 １件
　・（30代 男性）　病型は早期Ⅰ期、感染地は国内、感染経路は異性間性的接触　でした。
　
【定点把握対象疾患】
■新型コロナウイルス（COVID-19）　北区内は176件、東京都全体の発生件数は3939件でした。
■新型コロナウイルス（COVID-19）は都内の定点当たり報告数が10.37と減少しています。
■インフルエンザ　北区内は13件、東京都全体の発生件数は395件でした。
■インフルエンザは都内の定点当たり報告数が1.04と減少しています。
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　　　　　　■ヘルパンギーナ

　　 　　　■咽頭結膜熱

　■急性出血性結膜炎 　　　　　■流行性角結膜炎

　■伝染性紅斑

　■水痘 　　　　　■突発性発しん

　■流行性耳下腺炎 　　　　　■川崎病

  ■ＲＳウイルス感染症
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　■不明発しん症

   東京都北区では、東京都北区感染症発生動向事業実施要綱を定め、感染症法に基づく感染症の情報の収集、整理、分析及び情報の公開等
を行っています。東京都及び厚生労働省による集計分については下記のインターネットのホームページでご覧になれます。
　　○東京都感染症情報センターのホームページアドレス     http://idsc.tokyo-eiken.go.jp/weekly/
　　○厚生労働省／国立感染症研究所感染症疫学センターのホームページアドレス     https://www.niid.go.jp/niid/ja/idwr-dl/2020.html

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発行　北区保健所結核感染症係

　　　東京都

　■性感染症

定点報告感染症のうち、月報告の感染症である性感染症については、該当月の結果は翌月始めに報告
されるため、前月までの結果を掲載しています。
梅毒は、全数報告の感染症のため、本調査の対象になっていません。

■トピックス　夏の感染症（プール熱・はやり目） 
夏、小児（特に1～5歳）に多く流行る、アデノウイルスによる感染症を2つご紹介します。
【咽頭結膜炎（プール熱）】
●どんな病気？
　学校やプールなどで集団感染が見られることから「プール熱」と呼ばれる。
　症状は発熱、のどの痛み、結膜充血、眼痛、流涙、眼脂があり、3～5日間程度続く。
　特別な治療はなく、症状に応じた対症療法が行われる。食事、水分補給を心がける。
●どうやって感染するの？
　接触感染、飛沫感染。潜伏期は5～7日。
　タオルの共有など、目や顔を触った手で触れた物を介して感染することが多い他、プールでの感染がある。
●予防のポイント
　手洗い、うがいを心がける。プールを利用する際は前後のシャワーを浴び、タオルは個別にし、石けんと流水で十分
に手を洗う。消毒はアルコールが効きづらいため、次亜塩素酸ナトリウムによる拭き取りがよい。

【流行性角結膜炎（はやり目）】
●どんな病気？
　症状は流涙、結膜充血、眼脂。片眼発症後2～3日で両眼に発症、耳前リンパ節腫脹と圧痛がある。
　特別な治療はなく、症状に応じた対症療法が行われる。
●どうやって感染するの？
　主として接触感染。潜伏期は1～2週間。その他は咽頭結膜炎（プール熱）に同じ。
●予防のポイント　→咽頭結膜炎（プール熱）に同じ。
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